




































































































う。しかし、中には“I still watch white and black （→black and white ） TV.”（「僕は今
も白黒テレビを見ている。」） “My father and mother （→mother and father）. The Browns 























































































































さを説く。また、石黒の英文法参考書『総合英語Forest （フォレスト） 4 th Edition』（石
黒2005 p.14）では、第一章 「英語の文」のPart 1 でいきなり「これが基本」「英語の語順」
「英語の文は語順に気を使う」という見出しに続いて「英語の場合、日本語と違って、語














されることがない。たとえばコムリ （ーComrie, 1981）も指摘しているように、OJ（Open 
Japanese 「ニホン英語」）: John knows more people than I.のIは 「ジョンは私を知ってい
るだけでなくもっと多くの人々を知っている」ならmeに変えなければならないが、John 











































































　たとえば、⑴The hunter killed the bear.（その漁師はその熊を殺した） と






























る。」Jiro walks into the room. 副詞句の位置は日英語ともに自由である。
　母語踏襲化（以下母語化と略す）：ウェールズ英語では、語順は母語であるウェールズ語
の語順を踏襲する傾向が見られる。Coming home tomorrow he is. （→He is coming home 
tomorrow.） のように。
　簡素化：OJ “（+Do you ）Teach? ” “No（+I don’t）teach.” このように人は元来、自分の言
語・文化に照らし合わせて不要と思う語彙は積極的に省略して自動詞化するのが自然。さ
らにOJ:We enjoyed （+ourselves） very much at the party.や　I will challenge （＋myself 
to climb） Mt. Fuji. 現実では他動詞の自動詞化、たとえば、OAでは正解でありながらOJ
では今も入試で受験者を陥れるための目玉商品だ。
　入れ替え化：OA（Open Asian「アジア英語」）: Henry bicycled home. 
Be 動詞と「です」
























　省略化：OA,OJ: I （+am a ） Japanese.   You （+are an） American?　
　　  OA,OJ：I （+play） tennis.   （Do） You （+play） tennis?   He （+plays） tennis. I 
bicycled.これらは名詞の動詞化といってもいいだろう。この現象が現在世界中で進んでい
ることを嘆く教師が多いが、アジア英語ではすでに定着している。
　丁寧化：OA,OJ:I am play baseball.  Are you play golf? 








　（       ）（      ）cool?　 









OAのwhite and black（→black and white） ～. に対しては指南役者のレッドベター.M（レ
ッドベター2007）はこれを誤文としているが、自己文化中心主義の骨頂例であろう。
　OA,OJでは: I and my friend（→My friend and I） went to the zoo.もある。英国エリザ
ベス女王は来日時、最初の挨拶では必ずI and my husbandとIを先頭に出すだろうという
文法学者たちの期待に反して、晩餐会ではフィリップ殿下の隣でさらっとMy husband 
and I といったものだ。ちなみに数詞と名詞の場合の語順も、数詞は日・英語のどちらも
名詞の前に来る。例： 5 冊の本、five booksなど。
形容詞＋名詞
　形容詞は名詞の前に来る。例：大きい家。a large dog. 英語の例外として名詞の後に来
るものは、something tasty, the people present, things Japanese.　これらはフランス語の
順序をならったものではないか。さらに、最初の名詞が形容詞的に使われると、語順をい
れかえることによって意味が違ってくるが、それも日・英語も同様に違ってくる。これは
「対立的な語順」にあたるが、 race horseは「競走馬」、 horse raceは「馬の競争」のように、
語順はともに日英同じだから理論上混乱はない。
　しかしこれを、母語の場合でもよくあることだが、たとえば、拡大解釈化：OJのI ate 




















　英語も一般に普通名詞の前、または後に来る。Hilton Hotel, William Street, Professor 




これは英語でも同様である。例：very small, quite easy, too late  ただし次のような例外
もある。　good enough　また、平叙文で、語順倒置をして副詞を引き立たせる。例：
Down she came. Hardly had I～.
　母語踏襲化（以下母語化と略す）：OJ・OC（Open Chinese「中国英語」）：John sang 
enthusiastically the song（→the song enthusiastically）. たとえば日本人が英語圏の町を歩
いていて“Would you tell me how to go to the bookstore?” とたずねたら、英米英語な
ら“Turn left at the 5 th corner～”と説明する。学習者はここで間違う。英語の語順だ
と真っ先に左に曲がって 5 つ目。ところがOJでは、母語の語順に沿って動きの順序に合
わせて自然と副詞句を先頭に出して、“At the 5 th corner, turn left...（五つ目の角を左に）”
と指示すればいい。
　次にセイン（セイン.D　2005）が最も「ヘンな英語」だとするOJの「避難所はＴ大学」
Safety Evacuation Area is T. University.の語順は間違いで、「Ｔ大学が避難所」→T. 














　例：If Jiro comes tomorrow,  　Hanako will be happy. 
　　　 Hanako will be happy, 　if Jiro comes tomorrow.（この語順の場合、条件節が強調
される。）
















　　　英語：Masao saw Hanako. （SVO）





ではない。それは聞き手の推理によってほぼわかる。それにS+O, S+Vの同じ 2 語なら、





























That play, John saw. 「あの観劇を、ジョンは見た。」（OSV）。こうした点では日本語も同
じだからことさら相違点でもない。
　日本語と同じ語順でJohn, that play, saw.はどうだろうか。日本語の語順を知っている
聞き手ならわかる。続いてThe lion helped the mouse.「ライオンが助けた、ネズミを。」
The lion the mouse helped.「ライオンがネズミを助けた。」
　さらに直接目的語＋間接目的語の場合でもThe lion gave the mouse a chance. 「ライオ
ンが与えたのはネズミにチャンスを。」、The lion gave a chance to the mouse.「ライオン
が与えたのはチャンスである, ネズミに。」、  The lion a chance gave the mouse. 「ライオ








置詞がある。日本語にも「至神戸」のように前置詞があり、逆に英語にもall the world 





　例：The man （who killed the dog） is in the house. 
　OJでは重文として:The man killed the dog and he is in the house.
　日本人は「私が買った本」というがthe book I bought だと英語では後置修飾になり、
日本人にとってこの順序は非常に困難をきたすため、I bought this book yesterday, and 
this is the book.とする。初学者には徹底した文型練習を施すかあるいはそれができない
のであれば、初級者は複文ではなく、重文として指導してゆくのがいい。 まかり間違っ
ても文法的な説明で終わることのないようにしてほしい。


















解釈することがある。そのため、初学者には初期の段階でfrom Kobe などのようにthan 











is a book.をIs this a book?　のように倒置させなくても文尾のイントネーションを上昇さ





りThey study French. を疑問文にするには→Do they study French? 
　ここで問題となるのが助動詞のdoである。Doにはthereや仮主語のit のようにそれ自身
意味がなく、文法のための単なる「運び屋」に過ぎない。ましてやそれが大手を振って煩
雑にかつ頻繁に使われ、 5 つの使い方があり、それらは 1 ．一般疑問文、 2 ．Wh疑問文、







助動詞かbe動詞のいずれから始めるかで躊躇し、その選択肢はAre you?, Do you?, Does 
















　例： He  always  walks  fast.　Today Takeo is reading., Takeo is reading today.　つま
り日・英語は同じ。
　OJ: He always fast walk （→walks fast）.



















問的。英語では一般に文頭に来る。例：Who saw a movie yesterday? When did John see 
a movie? 
　母語踏襲化（以下母語化と略す）： OJでは、Where （+are you） going? （どこ行き？）　I 
wish I had money a little more （→ a little more money）.（遠慮がちに「お金をもう少し」）。
OJ・OCでは、
（When he will（→will he） be going? 
This evening at seven（→At seven this evening）, 
You last summer visited where（→Where did you visit last summer）? 
　OJ: Who Bill see?「誰がビルを見たの？」What for「何で?」は一般にWhat are you ～




る。スリランカ英語では母語タミル語、シンハラ語の語順の影響でbeer bottle （→bottle 
of beer）,What Tom did this morning?, Six o’clock, I’ll get up.などがある。
Wh-疑問文での倒置
　Who are you? Where did you go? などのように英語では疑問詞の後、倒置が行われる。
　また間接疑問文は、英語ではある疑問文が別の文中の一部としてはたらき、その時英米
英語では語順が逆になるという規則がある。しかしアジア英語（OA）、OJ：Do you know 
where is the key of this room （→ the key of this room is） は、中でも中国英語ではほと
んどこの規則は関与しない。なぜなら意味的にも他の文法間の規則との兼ね合いにおいて
もまったく問題ないからである。ところが日本ではこの英米文法の規則を厳守すること
こそが最重要規則なのである。またOC・OAのWhy you were （→were you） absent last 
Friday? は文頭にあるであろうI'd like to knowの省略と善意に解釈される。
否定文
　日本語では、動詞の否定は「食べない。」「食べません。」のように「な（い）」「せん」等
の接尾辞で示す。英語では動詞がbeであればnotはbe動詞の直後に来る。例：I am not a 
teacher.










　母語踏襲化（以下母語化と略す）： ネパール英語はネパール語の影響により、I will eat 
not （→not eat） lunch.、さらにバングラデシュ英語にはHow you had （→have you ）come 
to know～？があるが彼らと 1 時間も話せばすぐ判りあえるのがすごい。







　例：　I set my alarm clock so that I could get up at six. 
　しかし逆に日本語の順序で、So that I cold get up at six, I set my alarm clock.も国際的
に十分に理解される。その意味ではこの場合も両語には決定的な相違点はない。
　また、Because節では、子どもの母語に現れるのと同様なOJ:I like planes because I 
want to be a pilot （→want to be a pilot because I like planes）. が見られるが、これも


































　コムリ （ーComrie, 1981 p.23）によると、セルポ・クロアチア語は比較的自由語順なので、
接語のない 4 文字の文、 Petar, cita, knjigu, danas.（「ピーターが今日本を読む。」）の単語を
24通りどのように並べ替えても、同じ知的意味の文として文法的であるという。
　さらに、英文法家たちが正文を養護するために非文の文例としてねつ造する埋め込み























































































⑴本動詞と助動詞の語順が逆：He will go.   行く　だろう。
⑵関係代名詞の後置修飾：The book that I bought yesterday   私が昨日買った本
⑶比較級の後置修飾：She is smaller than Tom. 彼女はトムよりも　小さい。など。
⑷ 不定詞の副詞的用法：OJ: I eat dinner to go to the restaurant（→go to the restaurant 
to eat dinner）.
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